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予備還元剤を
流路内で自動混合
できます。
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河川水標準物質中のAsの測定結果

 

タラ(NMIJ CRM 7402-a)中のAsの分析結果（固体濃度換算値）

HFS-4 Asの原子吸収信号プロファイル

HFS-4 試薬

185 nmの紫外線を照射することで、
溶液中の有機ひ素を加熱すること
なく無機ひ素に分解できます。水素
化物を発生しないアルセノベタインも
無機ひ素に分解され、水素化物
発生法で検出できるようになります。

前処理 ： 試料1 ｇを20 ｇの純水で超音波抽出。
タラに含まれる水溶性ひ素化合物の大半は
アルセノベタインであるため、水抽出液中
Asは水素化物発生法で検出されません。
抽出液に10分紫外線を照射することで、
アルセノベタインは無機ひ素に分解され、
HFS-4にて測定できます。

HFS-4 Asの原子吸収信号プロファイル

試料名 測定結果 
 

 
 

JSAC 0301-3 0.20 
（µg/L）

認証値

0.20±0.01

JSAC 0302-3 5.28 5.2±0.1

（µg/L）

Reagent Flow Rate
1 mol/L  HCl 1 mL/min 
1％ NaBH4 1 mL/min 
Reducing agent 
(50% KI + 20% L(+)-Ascorbic acid ) 1 mL/min 

試料名 測定結果 
 
認証値

 

水抽出液 ND 
35.5±1.8 

水抽出液
光分解液 35.4 

（mg/kg） （mg/kg）


